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嘉
永
五
年
　
菅
公
九
百
五
十
年
御
忌
の
諸
相

中

澤

伸

弘

一

　

幕
末
の
嘉
永
五
年
は
菅
公
菅
原
道
真
の
九
百
五
十
年
御
忌
に
当

た
つ
た
。
江
戸
の
神
田
の
名
家
で
あ
る
齋
藤
月
岑
は
其
の
著
『
武

江
年
表
』
の
嘉
永
五
年
二
月
の
條
に

今
年
、
菅
神
九
百
五
十
年
の
御
忌
辰
に
て
、
諸
所
の
天
満
宮

開
帳
あ
り
（
二
月
十
五
日
よ
り
三
月
二
十
七
日
迄
、
亀
戸
天
満
宮

開
帳
○
同
二
十
五
日
よ
り
六
十
日
の
間
、
平
河
天
満
宮
御
真
筆
の

御
影
開
帳
○
閏
二
月
十
五
日
五
十
日
の
間
、
小
石
川
牛
天
神
開
帳
）

…
…
○
同
七
日
、
八
日
亀
戸
御
嶽
社
に
於
い
て
、
菅
神
御
真

筆
等
高
貴
の
御
筆
、
御
神
号
、
御
神
影
、
其
の
外
名
家
名
筆

の
御
神
影
、
神
号
等
諸
家
の
蔵
せ
る
も
の
数
幅
を
借
り
得
て

拝
せ
し
む
。（
催
主
糸
川
尚
章
、
板
橋
定
時
、
補
助
山
名
行
雅
、

関
口
定
真
と
い
ふ
人
な
り
。）

と
書
い
た
。
九
百
五
十
年
の
節
目
の
時
に
当
た
り
、
江
戸
の
諸
天

満
宮
で
開
帳
が
行
な
は
れ
た
こ
と
が
伺
へ
る
。
こ
の
や
う
な
巡
り

会
は
せ
の
年
ゆ
ゑ
月
岑
も
開
帳
に
出
掛
け
た
の
で
あ
ら
う
が
、
残

念
な
こ
と
に
月
岑
の
日
記
（
東
大
史
料
編
纂
所
編
「
大
日
本
古
記
録
」

所
収
）
の
嘉
永
五
年
の
部
は
残
つ
て
ゐ
な
い
の
で
そ
の
動
静
は
わ

か
ら
な
い
。
江
戸
で
か
う
で
あ
る
の
だ
か
ら
全
国
的
に
見
た
ら

様
々
な
行
事
が
執
り
行
な
は
れ
た
こ
と
と
思
は
れ
る
が
、
ど
う
で

あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
幕
末
の
政
情
不
安
定
の
中
に
お
い
て
菅

公
が
ど
の
や
う
に
捉
へ
ら
れ
、
ま
た
こ
の
時
に
こ
れ
に
関
連
し
て

ど
の
や
う
な
記
念
の
事
業
が
な
さ
れ
た
か
、
そ
の
諸
相
の
一
端
を

挙
げ
て
考
へ
て
み
た
く
思
ふ
。

随

想
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二

　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
の
『
捃
拾
帖
』
は
幕
末
か
ら
明
治

初
期
に
か
け
て
の
一
枚
刷
り
の
刷
り
物
の
張
り
込
み
帳
で
あ
る
。

瓦
版
や
暦
、
菓
子
の
標
題
や
引
札
な
ど
実
に
雑
多
な
も
の
が
か
な

り
の
量
収
め
ら
れ
て
ゐ
て
、
こ
の
時
期
の
庶
民
の
暮
ら
し
が
よ
く

分
か
る
好
資
料
で
あ
る
。
こ
の
中
に
「
北
野
ミ
や
げ
万
燈
圖
」
な

る
彩
色
の
一
枚
刷
り
が
あ
る
。（
図
1
）
こ
れ
は
京
都
の
北
野
天

満
宮
に
関
係
す
る
刷
り
物
で
あ
る
。
菅
公
ゆ
か
り
の
梅
と
牛
の
絵

を
正
面
に
据
ゑ
、
右
側
に
そ
の
万
燈
を
描
き
、
胴
の
部
分
正
面
に

「
九
百
五
十
年
御
忌
」、
側
面
に
「
嘉
永
五
年
子
二
月
朔
日
ヨ
リ
廿

五
日
迄
」
と
あ
る
。
二
十
五
日
間
万
燈
を
灯
す
こ
と
の
案
内
の
や

う
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
九
百
五
十
年
御
忌
に
因
む
刷
り
物
で
、

参
詣
を
促
す
引
札
の
や
う
で
も
あ
る
。
万
燈
圖
と
言
ふ
土
産
物
の

上
に
掛
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
万
燈
（
マ
ン
ト
ウ
）
圖
は
饅

頭
（
マ
ン
ト
ウ
）
の
こ
と
か
と
勝
手
に
思
つ
て
み
た
り
す
る
。
土

産
屋
も
こ
の
や
う
に
し
て
九
百
五
十
年
御
忌
の
参
詣
を
促
し
て
ゐ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
『
捃
拾
帖
』
同
様
な
刷
り
物
の
張
り
込
み
帳
に
、
名
古
屋

の
蓬
左
文
庫
に
あ
る
『
鶏
肋
集
』
が
あ
る
。
こ
れ
も
幕
末
期
の
庶

民
の
暮
ら
し
が
よ
く
分
か
る
好
資
料
で
あ
る
。
こ
の
中
に
「
菅
家

ヲ
コ
ト
点
」
と
題
す
る
一
枚
刷
り
が
あ
る
。（
図
2
）
ヲ
コ
ト
点

図 1

図 2
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は
漢
文
を
読
み
下
す
時
に
助
詞
に
あ
た
る
語
を
書
き
込
む
煩
雑
さ

を
避
け
る
た
め
に
漢
字
の
特
定
の
位
置
に
つ
け
る
点
で
、
そ
の
点

の
位
置
に
よ
り
ど
の
助
詞
で
あ
る
か
を
示
す
点
で
あ
る
。
こ
の
刷

り
物
は
一
瞥
す
れ
ば
単
な
る
「
ヲ
コ
ト
点
」
の
解
説
一
覧
の
や
う

な
も
の
だ
が
、
左
脇
に
「
嘉
永
壬
子
二
月　

當
于
聖
廟
九
百
五
十

年
忌　

印
施
此
一
葉　

以
擬
報
神
恩
之
一
滴
者
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
菅
公
九
百
五
十
年
御
忌
の
報
恩
の
為
に
こ
の
一
枚
を
印
刷
し
て

配
つ
た
と
言
ふ
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
下
に
印
が
捺
し

て
あ
る
が
、
尾
張
ま
で
は
読
め
る
が
後
の
二
字
が
判
読
不
能
で
あ

受
け
た
漢
学
と
縁
遠
い
人
も
こ
の
年
が
菅
公
の
九
百
五
十
年
忌
で

あ
る
認
識
を
も
つ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。
ま
た
同
じ
『
鶏
肋
集
』
に

「
奉
献
天
満
宮
九
百
五
十
回
御
祭
和
歌
」
と
題
す
る
一
枚
刷
り
が

あ
る
。（
図
3
）
尾
張
大
毛
の
天
満
宮
に
九
百
五
十
年
忌
に
あ
た

り
歌
を
奉
納
し
よ
う
と
、
一
宮
の
賀
田
秀
蔭
が
呼
び
掛
け
た
刷
り

物
で
あ
る
。
兼
題
は
梅
遠
薫
、
社
頭
松
の
二
題
で
あ
る
。
短
冊
に

書
い
て
二
月
十
五
日
ま
で
に
一
宮
の
丸
屋
三
七
、
小
島
屋
林
平
、

賀
田
周
山
の
何
れ
か
に
お
遣
は
し
下
さ
る
べ
く
候
と
言
ふ
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
尾
張
の
一
地
方
の
天
満
宮
に
歌
を
奉
る
動
き

が
あ
つ
た
証
し
で
あ
る
。
刷
り
物
と
し
て
呼
び
掛
け
た
以
上
、
多

く
の
短
冊
が
集
ま
つ
た
と
思
ふ
が
、
今
は
ど
う
な
つ
て
ゐ
る
の
か

不
明
で
あ
る
。
賀
田
秀
蔭
は
富
樫
廣
蔭
門
下
の
歌
人
で
一
宮
の
医

師
で
あ
る
。
長
歌
を
得
意
と
し
た
の
か
、『
尾
張
名
所
圖
會
』
の

真
清
田
神
社
の
条
に
長
歌
と
そ
の
反
歌
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
尾

張
若
宮
で
虎
を
見
た
こ
と
を
長
歌
に
し
て
『
看
虎
歌
集
』
と
題
す

る
も
の
を
刊
行
し
て
ゐ
る
。
天
満
宮
が
あ
り
、
歌
へ
の
理
解
が
あ

る
人
物
が
ゐ
れ
ば
、
此
の
時
を
期
し
て
こ
の
や
う
な
営
み
が
地
方

で
も
行
は
れ
た
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三

　

一
枚
刷
り
に
関
し
て
更
に
言
へ
ば
、
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の

特
別
文
庫
室
（
加
賀
文
庫
）
に
「
自
在
天
神
地
名
録　

諸
所
天
満

図 3

り
、
こ
れ
の
作
者

が
誰
か
は
定
か
で

は
な
い
。
何
れ
に

せ
よ
漢
学
に
関
す

る
素
養
の
あ
る
識

者
が
菅
公
の
学
恩

に
感
謝
し
て
、
九

百
五
十
年
の
御
忌

に
関
し
て
、
そ
の

記
念
に
刷
り
物
と

し
て
門
弟
に
配
布

し
た
も
の
で
あ
ら

う
。
こ
の
配
布
を
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宮
九
百
五
十
年
忌
開
帳
独
案
内
」
な
る
一
枚
刷
り
が
あ
る
。（
図

4
）
こ
れ
も
菅
公
の
九
百
五
十
年
御
忌
に
因
む
刷
り
物
で
江
戸
の

天
満
宮
を
番
付
の
形
で
書
い
た
も
の
で
、
欄
外
上
に
「
自
在
天
神

地
名
録
」、
右
に
「
新
板　

山
キ　

菊
栄
堂
板
」、
左
に
「
諸
所
天

満
宮
九
百
五
十
年
忌
開
帳
独
案
内
」
と
あ
り
、
中
央
に
「
天
満
宮

　

行
事
湯
嶋
東
北
野
天
満
宮　

年
寄
平
川
菅
原
天
満
宮　

上
野
山

下
五
條
天
満
宮　

小
石
川
牛
天
神　

勧
進
元
龜
戸
東
宰
府
天
満
宮

　

菅
神
梅
園
大
権
現　

霊
宝
天
圀
寶
剣
」
と
あ
る
。
そ
の
左
右
に

三
十
八
社
毎
、
都
合
七
十
六
社
（
中
央
の
五
社
を
入
れ
れ
ば
八
十
一

社
）
の
江
戸
市
中
の
天
満
宮
の
名
が
書
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
記
載

順
は
地
域
ご
と
で
は
な
い
の
で
巡
拝
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。
番
付
の
形
を
と
る
の
で
天
満
宮
の
格
式
や
由
緒
の

順
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
多
く
が
寺
院
の
中
の
小
さ
な
天
満

宮
で
あ
つ
た
り
し
て
、
さ
う
で
も
な
い
や
う
で
あ
る
。
こ
の
や
う

な
番
付
を
作
つ
た
の
も
九
百
五
十
年
の
御
忌
に
関
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　

江
戸
の
天
満
宮
の
巡
拝
に
関
し
て
は
、
こ
の
年
に
巡
拝
の
案
内

書
が
刊
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
『
御
府
内
菅
神
社
記
』
と
題
す

る
十
丁
余
の
冊
子
で
、
東
京
の
龜
戸
天
神
社
の
所
蔵
で
あ
る
。
こ

れ
に
は
次
の
や
う
な
序
文
が
あ
る
。

此
大
江
戸
に
菅
神
の
御
社
を
あ
が
め
奉
り
し
所
々
を
な
ん　

小
林
氏
の
人
委
し
く
た
づ
ね
し
る
し
た
る
を　

わ
れ
若
か
り

し
と
き
ゆ
く
り
な
く
求
め
得
た
り　

も
と
よ
り
信
心
の
こ
と

な
れ
ば　

同
じ
志
の
人
に
も
し
ら
し
て
む
と　

年
頃
お
も
ひ

な
が
ら
う
ち
過
し
つ
る
に
光
陰
は
や
き
世
の
な
ら
ひ　

い
つ

し
か
老
の
身
と
な
り
て　

は
や
今
年
は
此
神
の
九
百
五
十
年

忌
に
當
ら
せ
給
ふ
な
れ
ば
笈
の
う
ち
よ
り
尋
出
し
て　

少
し

く
補
ひ　

今
や
う
や
う
に
櫻
木
に
ゑ
り
た
る
な
り　

こ
ゝ
ろ

ざ
し
深
き
と
も
が
ら
此
数
々
の
御
社
を
た
づ
ね
て
ぬ
か
づ
き

給
は
ゞ
我
も
ま
た
よ
ろ
こ
び
少
か
ら
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
五
子
年
二
月　

浅
□
翁
し
る
す

　

こ
れ
に
よ
る
と
江
戸
の
天
満
宮
の
巡
拝
に
つ
い
て
、
先
に
小
林

図 4
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氏
が
書
い
た
も
の
が
あ
り
、
若
い
う
ち
に
手
に
入
れ
て
あ
つ
た
が
、

信
心
の
こ
と
な
の
で
多
く
の
人
に
知
ら
せ
よ
う
と
思
ひ
つ
つ
も
、

い
つ
の
間
に
か
時
が
流
れ
、
老
の
身
と
な
つ
た
が
折
り
し
も
今
年

は
九
百
五
十
年
忌
に
あ
た
る
の
で
、
取
り
出
し
て
少
し
訂
正
加
筆

し
て
出
版
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
時
恰
も
「
嘉
永
五
子
年
二

月
」
で
あ
り
、『
武
江
年
表
』
に
あ
る
通
り
諸
所
で
開
帳
が
行
な

は
れ
て
ゐ
た
時
で
あ
る
。
編
者
の
名
の
「
浅
□
翁
」
の
一
文
字
が

判
読
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。（
図
5
）
小
林
氏
が
書
い
た

天
満
宮
参
拝
の
案
内
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
こ
の
冊
子
に
は

「
湯
島
北
野
勧
請
之
始
祖
」
か
ら
は
じ
ま
り
、
江
戸
市
中
の
百
六

十
七
社
も
の
菅
公
関
係
の
神
社
が
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。
か
な
り
の

数
が
あ
る
が
、
寺
院
の
中
の
祠
で
あ
つ
た
り
、
天
満
宮
と
し
て
独

立
し
た
も
の
で
は
な
く
神
社
の
相
殿
に
お
祀
り
さ
れ
て
ゐ
る
も
の

や
、「
新
吉
原
江
戸
町
一
丁
目
大
坂
天
満
御
同
躰
竹
嶋
氏
」「
西
院

天
満
宮
西
村
氏
」「
深
川
木
場
鹿
嶋
氏
」「
御
真
筆
天
神
小
川
町
半

井
家
」「
向
嶋
新
梅
屋
敷
」
な
ど
と
個
人
の
邸
宅
の
天
満
宮
ま
で

も
網
羅
し
て
ゐ
る
。
中
で
も
高
田
の
「
穴
八
幡
地
内
尋
る
に
社
見

へ
ず　

何
レ
に　

相
殿
か
」
な
ど
と
の
記
載
は
実
地
踏
査
し
た
こ

と
が
分
か
る
表
記
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
細
か
な
調
査
が
な
さ

れ
た
も
の
と
思
ふ
し
、
寺
院
の
中
の
天
満
宮
な
ど
維
新
後
に
は
廃

絶
し
た
も
の
も
多
く
、
別
の
意
味
で
幕
末
期
の
江
戸
の
天
満
宮
資

料
と
も
な
ら
う
。
こ
の
中
で
特
に
「
湯
島
北
野
勧
請
之
始
祖
」、

小
石
川
「
惣
社
牛
天
神
」、「
麹
町
平
河
天
神
初
雁
社
」「
龜
戸
太

宰
府
勧
請
之
始
祖
」、
の
四
社
に
は
○
が
付
き
格
別
な
扱
ひ
で
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

こ
こ
の
天
満
宮
の
並
べ
方
は
地
域
順
に
即
し
た
も
の
で
、
巡
拝

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
初
が
湯
島
天
満
宮
で
あ
り
「
北
野

勧
請
之
始
祖
」
と
あ
る
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
。
湯
島
は
京
の
北

野
か
ら
の
勧
進
と
意
識
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
つ
い
で
池
之
端

か
ら
上
野
山
、
谷
中
、
本
郷
、
小
石
川
駒
込
、
千
駄
ヶ
谷
か
ら
牛

込
、
高
田
か
ら
巣
鴨
、
こ
こ
で
市
中
の
麹
町
へ
移
り
、
四
谷
、

市
ヶ
谷
、
大
久
保
、
赤
坂
、
麻
布
、
青
山
、
芝
、
三
田
、
白
金
、

図 5
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ま
た
神
田
へ
戻
り
神
田
本
銀
町
、
日
本
橋
、
銕
炮
洲
、
筑
地
、
浅

草
、
下
谷
、
千
住
、
本
所
、
深
川
、
向
嶋
、
隅
田
村
を
経
て
最
後

は
龜
戸
東
宰
府
近
辺
に
て
終
る
経
路
で
あ
る
。
序
文
に
も
「
御
社

を
た
づ
ね
て
ぬ
か
づ
き
給
は
ゞ
我
も
ま
た
よ
ろ
こ
び
少
か
ら
じ
」

と
あ
つ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
巡
拝
の
た
め
の
案
内
書
で
あ
り
、

実
用
品
で
あ
つ
た
た
め
か
稀
少
な
も
の
と
な
つ
て
ゐ
て
、
国
文
学

研
究
資
料
の
電
子
版
古
典
籍
総
合
目
録
に
も
記
載
は
な
い
。
こ
れ

を
手
に
江
戸
の
諸
所
の
天
満
宮
の
巡
拝
が
行
な
は
れ
た
こ
と
が
思

は
れ
る
。

四

　

天
満
宮
の
二
十
五
箇
所
巡
拝
は
京
都
で
は
洛
陽
二
十
五
天
神
な

ど
と
称
し
て
古
く
か
ら
行
な
は
れ
て
ゐ
て
、
そ
の
巡
拝
の
案
内
の

刷
り
物
が
手
許
に
あ
る
し
、
伊
勢
の
宇
治
山
田
で
行
な
は
れ
て
ゐ

た
巡
拝
案
内
が
手
元
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
天
保
十
年
と
あ
る
。

二
十
五
は
菅
公
所
縁
の
数
で
あ
る
。
江
戸
の
二
十
五
社
天
満
宮
の

巡
拝
に
つ
い
て
は
平
田
篤
胤
の
『
天
満
宮
御
傳
記
略
』
に
見
え
る
。

こ
の
本
は
篤
胤
在
世
中
の
文
政
三
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
従
来

の
「
北
野
天
神
縁
起
」
の
や
う
な
仏
教
的
な
菅
公
の
伝
と
は
ま
た

違
ひ
、
諸
書
を
抜
書
き
し
て
、
北
野
天
神
の
御
鎮
座
、
各
家
庭
で

の
天
神
祭
祀
に
つ
い
て
な
ど
神
道
的
な
も
の
を
考
へ
て
の
著
作
で

あ
つ
て
、
こ
の
中
に
江
戸
の
天
満
宮
が
二
十
五
社
し
る
さ
れ
て
あ

つ
て
そ
の
参
拝
を
奨
励
し
て
ゐ
る
。
実
は
こ
の
本
は
天
保
七
年
の

江
戸
の
大
火
で
板
木
を
消
失
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
そ
の
再
刻
版

が
出
羽
能
代
の
門
人
た
ち
の
助
力
で
嘉
永
四
年
の
年
末
に
刊
行
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
翌
年
の
嘉
永
五
年
の
九
百
五
十
年
御
忌
を
意
識

し
た
こ
と
と
伺
は
れ
る
。
歴
史
民
俗
博
物
館
の
報
告
書
一
二
八
所

収
の
『
気
吹
舎
日
記
』
の
嘉
永
四
年
の
十
月
二
十
日
条
に
木
村
嘉

平
か
ら
こ
の
板
木
が
納
品
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
篤
胤
既
に
亡

く
し
て
八
年
、
後
を
嗣
い
だ
平
田
鉄
胤
率
い
る
平
田
塾
の
商
魂
も

見
え
隠
れ
す
る
も
の
だ
。
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
戸
倉
胤

則
の
序
跋
文
が
新
た
に
付
け
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
「
御
府
内

ま
た
御
府
内
近
辺
な
る
社
々
」
は
あ
る
人
が
述
べ
た
も
の
と
し
て

ゐ
る
が
、
麹
町
の
平
河
天
満
宮
か
ら
は
じ
ま
り
龜
戸
天
満
宮
に
至

る
二
十
五
社
で
あ
る
。
東
都
の
天
神
参
り
は
遠
藤
泰
助
の
『
天
満

天
神
の
教
育
史
的
研
究
』
に
よ
れ
ば
古
く
は
七
社
参
り
と
し
て
行

な
は
れ
て
ゐ
た
と
言
ふ
。

　

ま
た
菅
公
ゆ
か
り
の
図
書
の
刊
行
と
し
て
は
こ
の
年
に
『
菅
家

遺
誡
』
の
刊
行
が
あ
る
。「
凡
そ
仁
君
の
要
政
」
か
ら
は
じ
ま
る

『
菅
家
遺
誡
』
二
巻
一
冊
は
子
孫
や
廷
臣
に
対
す
る
戒
め
の
文
章

が
三
十
四
条
が
綴
ら
れ
た
も
の
で
、
中
に
は
和
魂
漢
才
の
あ
り
か

た
に
も
及
ん
で
ゐ
る
条
が
あ
る
。
早
く
に
『
群
書
類
従
』
に
収
め

ら
れ
た
が
、
一
冊
の
書
物
と
し
て
こ
の
嘉
永
五
年
に
別
当
寺
曼
珠

院
本
に
よ
っ
て
京
の
北
野
天
満
宮
の
松
園
坊
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
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で
あ
る
。
こ
れ
も
九
百
五
十
年
忌
に
あ
た
つ
て
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

（
こ
の
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
菅
家
遺
誡
』
に
は
序
文
等
が
違
ふ
異
版
が
あ

る
）
今
日
で
は
菅
公
に
仮
託
さ
れ
た
書
物
と
も
言
は
れ
る
が
、
あ

る
意
味
で
の
菅
公
の
思
想
的
な
著
作
を
嘉
永
五
年
と
言
ふ
時
期
に

刊
行
す
る
意
義
が
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。「
国
学
」
や
「
和
魂
漢

才
」
と
言
つ
た
文
字
が
竄
入
さ
れ
、
そ
れ
が
独
り
歩
き
し
て
、
勤

王
の
精
神
を
鼓
舞
す
る
こ
と
に
繋
が
つ
た
の
で
あ
る
。
序
文
に
北

野
寺
の
法
要
院
僧
正
光
通
が
こ
の
国
学
、
和
魂
漢
才
の
「
要
文
二

則
」
を
重
要
の
こ
と
と
し
て
協
調
し
て
ゐ
る
。
こ
の
九
百
五
十
年

忌
に
大
坂
の
天
満
宮
の
境
内
に
菅
原
信
古
（
大
橋
法
橋
）
に
よ
つ

て
「
和
魂
漢
才
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
に
先
立

つ
嘉
永
元
年
四
月
に
東
坊
城
聡
長
の
手
に
な
る
「
和
魂
漢
才
」
の

碑
が
座
田
維
貞
に
よ
つ
て
北
野
天
満
宮
建
て
ら
れ
て
を
り
、
こ
の

摸
刻
の
も
の
で
あ
る
。
先
の
正
光
の
序
文
に
も
こ
の
事
が
記
し
て

あ
る
。（
嘉
永
四
年
に
は
京
の
神
護
寺
の
和
気
清
麿
の
墓
の
側
に
関
白
鷹

司
政
通
の
手
に
な
る
「
和
魂
漢
才
」
の
碑
が
、
こ
れ
も
座
田
維
貞
に
よ
つ

て
建
て
ら
れ
た
。）
こ
れ
ら
の
建
碑
は
み
な
九
百
五
十
年
忌
に
因
む

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
『
菅
家
遺
誡
』
の
刊
行
や
建
碑
に
刺
戟

を
受
け
た
の
か
大
宰
府
で
も
安
政
五
年
七
月
に
「
和
魂
漢
才
」
の

建
碑
が
あ
り
、
文
久
に
な
つ
て
か
ら
『
菅
家
遺
誡
』
が
刊
行
さ
れ

て
ゐ
る
。
大
宰
府
版
の
序
文
に
菅
原
為
定
が
「
遺
誡
二
巻　

稿
蔵

京
師
曼
殊
院
及
筑
之
大
宰
府
」
と
、
そ
の
所
在
を
示
し
、
京
師
の

も
の
は
先
に
既
に
刊
行
さ
れ
た
と
書
い
た
の
は
こ
の
こ
と
で
あ
つ

た
。
跋
文
に
法
印
信
全
が
「
和
魂
漢
才
の
文
字
あ
る
を
千
引
の
石

に
ゑ
り
て
こ
の
広
前
に
た
て
ま
つ
ら
せ
つ
。」
と
安
政
の
建
碑
の

こ
と
を
触
れ
て
ゐ
る
。
菅
公
を
祀
る
神
社
を
拝
み
、
著
作
、
ま
た

は
建
碑
な
ど
を
し
て
そ
の
尊
皇
の
気
風
を
尊
ぶ
こ
と
に
よ
り
過
去

の
天
神
菅
原
道
真
像
か
ら
ま
た
新
た
な
も
の
へ
転
換
す
る
時
期
で

も
あ
つ
た
や
う
で
あ
る
。　

五

　

歌
集
で
あ
る
『
菅
贈
太
政
大
臣
歌
集
』
の
刊
行
も
こ
の
嘉
永
五

年
で
あ
つ
た
。

　

菅
公
は
当
代
随
一
の
文
章
博
士
と
し
て
名
を
馳
せ
、
そ
の
詩
文

は
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
文
章
を
載
せ
る
『
菅
家
文

草
』
は
出
版
も
さ
れ
て
広
く
読
ま
れ
た
。
そ
の
詩
文
に
対
し
て
、

菅
公
の
御
歌
は
さ
ま
で
多
く
は
伝
は
つ
て
は
ゐ
な
い
。
平
安
初
期

の
男
性
の
教
養
が
専
ら
漢
詩
文
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
か
。
た

だ
国
史
上
、
菅
公
の
御
名
が
著
名
な
た
め
、
菅
公
に
仮
託
さ
れ
て

世
に
流
布
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
の
真
偽
が
分
か
ら
な
い
歌

が
あ
る
。

　

菅
公
の
御
歌
に
つ
い
て
は
徳
川
時
代
中
期
に
な
つ
て
注
目
さ
れ
、

文
化
十
二
年
に
鱸
（
穂
積
）
貞
治
が
そ
の
歌
を
編
輯
し
て
『
菅
原

贈
太
政
大
臣
歌
集
』
と
し
て
刊
行
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
な
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ほ
不
十
分
な
も
の
で
あ
つ
た
や
う
で
、
江
戸
の
歌
人
で
あ
る
仲
田

顕
忠
が
仮
託
さ
れ
た
歌
を
排
し
、『
古
今
和
歌
集
』
ほ
か
十
二
種

の
歌
集
か
ら
、
明
ら
か
に
菅
公
の
御
詠
と
さ
れ
て
ゐ
る
歌
四
十
七

首
を
纏
め
て
刊
行
し
た
の
が
『
菅
贈
太
政
大
臣
歌
集
』
で
あ
る
。

顕
忠
は
跋
文
に
「
世
に
こ
の
公
の
歌
と
と
な
ふ
る
も
の
大
か
た
は

後
人
の
つ
く
れ
る
も
の
也　

ゆ
め
ゆ
め
ま
ど
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
菅

公
に
仮
託
さ
れ
流
布
し
て
ゐ
る
歌
の
存
在
に
注
意
を
促
し
て
ゐ
る
。

こ
の
本
は
所
謂
半
紙
本
の
大
き
さ
で
、
表
紙
一
丁
、
全
六
丁
の
さ

さ
や
か
な
歌
集
で
あ
る
が
、
実
証
性
の
あ
る
菅
公
の
歌
を
一
冊
に

網
羅
し
た
も
の
と
な
つ
て
ゐ
る
。

　

見
返
し
の
内
表
紙
の
書
名
の
脇
に
「
東
宰
府
蔵
梓
」
と
あ
り
、

「
東
宰
府
神
庫
印
」
と
判
が
押
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
本
書
は
龜
戸

天
満
宮
か
ら
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。（
製
本
所
は
誠
格
堂
と

あ
る
。）
し
か
も
刊
年
は
嘉
永
五
年
二
月
と
あ
り
、
九
百
五
十
年

に
当
た
つ
て
ゐ
て
そ
の
記
念
出
版
で
あ
つ
た
。

　

興
味
深
い
こ
と
は
本
書
に
は
同
じ
顕
忠
の
編
に
な
る
同
じ
書
名

で
、
全
く
別
の
本
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
大
き
さ
が
一

回
り
大
き
く
、
所
謂
大
本
で
、
丁
数
も
二
十
五
丁
あ
り
、
も
の
に

よ
つ
て
は
折
本
帖
仕
立
の
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
四
十
七
首

の
菅
公
の
歌
を
半
丁
に
一
首
ず
つ
、
青
蓮
院
御
流
の
書
家
猪
瀬
尚

賢
が
書
い
て
書
道
の
手
本
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
手

許
の
も
の
に
は
「
竹
口
貞
齋
謹
刻
」
と
あ
つ
て
、
手
習
ひ
の
本
の

為
書
体
を
重
視
し
た
か
ら
か
、
こ
の
版
木
彫
り
に
は
幕
末
の
名
版

木
師
が
携
は
つ
た
こ
と
が
分
か
る
。
巻
末
に
「
右
菅
公
歌
集
為
誠

格
堂
之
属　

書
一
通
以
為
徒
弟
楷
式　

豈
止
擬
字
様
亦
足
以
知
國

歌
之
大
旨
矣
」
と
尚
賢
の
跋
文
が
あ
つ
て
、
歌
集
を
刊
行
し
た
誠

格
堂
の
願
ひ
を
受
け
て
門
弟
の
書
道
教
範
と
し
て
書
い
た
と
言
ふ

の
で
あ
る
。
菅
公
は
学
問
の
神
様
と
言
ふ
よ
り
寺
子
屋
の
書
道
の

神
と
も
見
做
さ
れ
て
信
仰
さ
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
、
九
百
五
十
年
御

忌
に
こ
の
歌
集
と
手
習
ひ
の
書
を
刊
行
す
る
の
も
一
つ
の
意
義
が

あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

　

青
蓮
院
御
流
は
青
蓮
院
御
門
跡
で
あ
つ
た
尊
圓
法
親
王
が
お
始

め
に
な
つ
た
書
道
の
流
派
で
あ
り
、
御
家
流
、
粟
田
流
と
も
称
さ

れ
る
。
幕
府
が
こ
の
書
流
を
公
文
書
に
採
用
し
た
た
め
、
徳
川
時

代
に
は
公
用
の
文
字
と
し
て
大
い
に
流
行
し
、
寺
子
屋
で
も
手
本

と
さ
れ
た
。
筆
者
猪
瀬
尚
賢
は
幼
少
時
に
は
一
文
字
も
知
ら
ぬ
子

供
で
あ
つ
た
の
を
、
努
力
し
て
書
道
の
師
と
な
つ
た
人
物
で
、
幕

末
期
に
多
く
の
書
道
手
本
た
る
往
来
物
を
書
い
て
ゐ
る
。
こ
の
や

う
に
彼
は
能
筆
家
で
あ
つ
た
が
歌
人
で
は
な
か
つ
た
。
だ
が
そ
の

八
年
後
に
顕
忠
が
編
ん
だ
類
題
歌
集
『
武
蔵
野
集
』
二
編
（
安
政

四
年
刊
）
に
四
首
の
歌
が
採
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
こ
の
時
の
顕

忠
と
の
関
係
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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六

　

最
後
に
手
許
に
あ
る
『
天
満
宮
九
百
五
十
年
御
忌
法
楽
和
歌
』

に
つ
い
て
書
い
て
お
か
う
。
こ
の
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
電

子
版
古
典
籍
総
合
目
録
に
よ
れ
ば
写
本
が
一
冊
、
西
尾
の
岩
瀬
文

庫
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
を
清
書
本
と
す
る
な
ら
、
架
蔵
の

も
の
は
そ
の
草
稿
の
や
う
で
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
岩
瀬
に
な
い
序

文
が
あ
り
、
香
川
景
恒
の
几
帳
面
な
文
字
で
、
九
百
五
十
年
御
忌

法
楽
和
歌
が
百
首
書
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
成
り
立
ち
に
関
し
て
は

岩
瀬
本
に
な
い
源
（
中
澤
）
重
樹
の
序
文
が
手
許
の
本
に
あ
る
の

で
、
長
い
が
次
に
引
い
て
お
く
。

い
に
し
嘉
永
五
年
は
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
天
満
御
神
の
九

百
五
十
年
の
御
正
忌
に
あ
た
ら
せ
給
へ
る
と
て
都
北
野
を
は

じ
め
江
門
亀
井
戸
筑
紫
太
宰
府
に
て
大
祭
行
れ
侍
る
よ
し
お

し
な
べ
て
う
れ
し
み
よ
ろ
こ
ほ
ひ
侍
り
け
り　

さ
る
が
苑
に

御
神
の
御
苗
裔
に
か
か
れ
る
大
内
の
自
卿　

外
藩
の
刺
史
を

は
じ
め
八
十
氏
百
姓
の
人
々
尊
き
も
卑
し
き
も
お
の
も
お
の

も
幾
千
萬
の
捧
物
幾
千
萬
御
燈
を
か
か
げ
奉
り
て　

猶
御
神

徳
を
耀
し
奉
り
け
る
そ
の
御
よ
そ
ほ
ひ
尊
し
と
も
め
で
た
し

と
も
心
も
辞
も
及
ば
ず
と
な
む
伝
へ
承
り
侍
り
け
る　

さ
る

か
ら
に
我
桂
園
主
人
陸
奥
介
景
恒
君
百
首
の
和
歌
を
勧
進
し

て
、
法
楽
し
奉
ら
ん
と
う
ち
う
ち
お
ぼ
し
た
た
せ
ら
れ
つ
る

に　

萩
原
貞
起
百
瀬
篤
雄
河
野
通
重
な
ど
御
祭
を
か
け
と
て

上
洛
し
侍
り
つ
る
を
や
が
て
歌
詠
み
に
登
ら
れ
て
倶
に　

神

慮
を
な
ぐ
さ
め
奉
り
し
は
尊
し
と
も
か
し
こ
し
と
も
ま
た
な

く
め
で
た
き
幸
に
な
ん
侍
り
け
る　

園
中
に
契
つ
る
友
か
き

幾
千
に
か
侍
ら
ん
に
と　

此
事
に
あ
づ
か
れ
る
は
も
も
ち
が

ひ
と
つ
希
な
り
も
希
ふ
る
幸
に
し
て　

御
神
の
め
ぐ
し
と
み

そ
な
は
し
守
ら
せ
給
は
ん
ず
ら
ん
と
思
ひ
奉
る
に
も
か
へ
す

が
へ
す
う
ら
や
ま
し
き
事
に
こ
そ
思
ひ
給
へ
ら
れ
侍
れ　

其

後
景
恒
君
手
づ
か
ら
そ
の
百
首
を
書
せ
給
ひ
て　

遙
々
通
重

が
り
お
く
ら
せ
給
ひ
た
る
を　

や
が
て
も
て
来
り
て
見
せ
ら

れ
ぬ　

其
歌
の
え
ん
に
お
も
し
ろ
き
は
さ
ら
な
り　

水
茎
の

あ
と
め
で
た
く
う
る
は
し
き
を
あ
な
あ
な
と
め
で
た
た
へ
て

掌
に
の
せ
頂
き　

げ
に
文
道
之
大
祖
和
歌
之
本
主
と
仰
れ
さ

せ
給
へ
る
か
ら
に　

な
ほ
此
道
を
守
り
幸
ひ
玉
は
ん
ず
ら
ん

と
か
た
じ
け
な
し
と
も
尊
し
と
も
ま
を
す
に　

詞
も
あ
ら
ず

な
ん
お
ぼ
え
侍
り
け
る　

程
へ
て
ま
た
齎
し
来
り
て
い
へ
ら

く
此
一
巻
永
な
に
ひ
め
お
か
ま
く
ほ
り
て　

終
に
こ
ひ
え
た

り　

そ
の
よ
し
い
さ
さ
か
書
て
よ
と
こ
ふ　

故
つ
た
な
き
を

か
へ
り
み
ず
凍
筆
を
と
り
侍
り　

お
も
ふ
に
通
重
壮
季
な
れ

ば
千
年
の
御
祭
に
も
猶
ま
さ
き
く
在
て
又
法
楽
し
奉
る
べ
し

　

其
時
こ
の
巻
を
捲
れ
た
ら
む
に
は
い
か
ば
か
り
の
感
情
を

か
お
こ
さ
る
ら
ん
と
羨
し
く
も
ゆ
か
し
く
も
侍
る
が
に
お
も
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ひ
や
ら
れ
侍
る
ま
ま
の
わ
ざ
く
れ
に
な
む　

あ
な
か
し
こ

　
　
　

安
政
紀
元
十
二
月
廿
五
日　
　
　
　

源
重
樹　

誌
す

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
九
百
五
十
年
忌
に
あ
た
り
北
野
天
満
宮
に
お
い

て
香
川
景
恒
が
そ
の
法
楽
和
歌
を
行
な
ひ
、
一
人
二
首
の
五
十
人
、

計
百
首
の
歌
を
一
冊
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
。
巻
末
に

「
嘉
永
五
年
閏
二
月
廿
五
日　

陸
奥
介
平
景
恒
謹
書
」
と
あ
る
。

出
詠
者
は
香
川
景
恒
は
じ
め
そ
の
門
人
、
ま
た
は
周
縁
の
人
物
で

鈴
鹿
連
胤
、
大
倉
好
斎
、
税
所
敦
子
な
ど
が
見
え
て
ゐ
る
。
香
川

景
恒
は
巻
末
の
巻
軸
歌
に
「
寄
道
祝
」
の
題
で
「
真
心
の
し
を
り

さ
だ
め
て
し
き
し
ま
の
道
引
た
ま
ふ
神
は
こ
の
神
」
と
詠
ん
で
ゐ

る
。
先
の
重
樹
の
序
文
に
菅
公
を
「
文
道
之
大
祖
和
歌
之
本
主
」

と
称
へ
て
ゐ
た
が
、
こ
の
歌
に
も
「
し
き
し
ま
の
道
引
た
ま
ふ

神
」
と
詠
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
歌
人
に
と
つ
て
は
菅
公
の
九

百
五
十
年
忌
は
そ
の
神
徳
を
称
へ
益
々
の
歌
道
精
進
を
期
し
て
祈

る
時
と
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

七

　

嘉
永
五
年
は
下
田
に
露
西
亜
船
が
入
港
し
た
年
で
も
あ
り
、
翌

年
に
は
米
国
の
黒
船
の
来
航
が
控
へ
て
ゐ
た
。
そ
の
一
方
で
明
治

天
皇
が
御
降
誕
さ
れ
た
の
も
九
月
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
弘
化
、
嘉

永
と
時
代
は
大
き
な
変
化
を
強
ひ
ら
れ
つ
つ
あ
つ
た
が
、
其
の
時

代
の
潮
流
の
中
に
お
い
て
の
菅
公
の
九
百
五
十
年
忌
で
あ
つ
た
。

今
日
で
は
学
問
・
入
試
の
神
様
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
が
、
本
来
怨

霊
の
神
と
し
て
奉
祀
さ
れ
た
菅
公
で
あ
り
、
時
代
の
変
遷
に
お
い

て
特
に
徳
川
時
代
に
は
手
習
ひ
や
学
業
、
和
歌
の
神
と
も
さ
れ
た

の
で
あ
つ
た
。
幕
末
の
政
情
不
安
定
な
折
に
、
或
は
ま
た
国
の
守

護
神
と
ま
で
昇
華
す
る
に
は
至
ら
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
人
々
は

こ
の
九
百
五
十
年
の
祭
儀
に
何
か
し
ら
関
与
し
よ
う
と
し
た
や
う

で
あ
る
。

　

以
上
手
許
に
あ
る
幾
つ
か
の
資
料
を
基
に
嘉
永
五
年
の
御
神
忌

の
諸
相
を
述
べ
て
み
た
。
図
書
の
閲
覧
複
写
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
龜
戸
天
神
社
の
大
鳥
居
武
司
宮
司
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
、

蓬
左
文
庫
、
都
立
中
央
図
書
館
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
や
う
な
資
料
は
探
す
と
ま
だ
幾
ら
で
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
方
の
御
教
示
を
乞
ふ
次
第
で
あ
る
。

　�（
東
京
都
立
小
岩
高
等
学
校
主
幹
教
諭
・
國
學
院
大
學
兼
任
講

師
・
博
士
神
道
學
）


